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はじめに

岐阜県ではこれまでに17種のコウモリ類が確認されて

いる。このうち12種が岐阜県のレッドデータブックの掲

載種となっており、その内訳は、絶滅危惧I類が4種、

絶滅危惧Ⅱ類が2種、準絶滅危惧3種、情報不足3種であ

る（岐阜県健康福祉環境部自然環境森林課，2001）。

昨年に引き続き2008年も岐阜県のレッドデータブック

改訂に伴うコウモリ類の現地調査を飛騨市河合町天生お

よび大野郡白川村で実施した。これまで飛騨北西部の本

調査地区では、白山周辺での調査しか行われておらず

（前田，1987，1989a，1989b，1990，1991；山本，1994，1995，

1998a，1998b，2004）、今回初めて天生峠周辺でのコウモ

リ相の一部を知ることができたので報告する。

調査地

飛騨市河合町と大野郡白川村との境にある天生峠一帯

（標高1290m，図1）は、岐阜県立天生自然公園に指定され

ている。この一帯は、かつてはうっそうとしたブナ林に

覆われていたが、伐採によってほとんどが失われた（岐

阜県高等学校生物教育研究会，1987）。この峠の南西

約700mには、岐阜県の天然記念物になっている天生湿原

があり、その奥にブナの原生林が広がっている。

夜間の調査を、天生湿原周辺のブナ林内を流れる沢

（図1，環境省の3次メッシュコード：5436－27－96）と

天生峠から国道360号線を1km程白川村側に下った国道

横を流れる沢（図1，同メッシュコード：5436－37－16）で

実施した。
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図1調査地　－：道路　圏：ダム湖　▲：調査地

a：小白川　b：馬狩　C：鳩谷　d：荻町

e：天生湿原　f：天生峠　g：福島保木

1岐阜県立土岐紅陵高等学校　2ぎふ哺乳動物研究会　3岐阜県地球環境課
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また昼間のねぐら調査を、白川村小白川のコンクリー

トトンネル（図1，同メッシュコード：5436－47－00）、同

村馬狩トンネル（図1，同メッシュコード：5436－37－01）、

同村鳩谷ダム付近のコンクリートトンネル（図1，同メッ

シュコード：5436－27－91）、同村荻町付近の導水路（図1，

同メッシュコード：5436－37－02）、同村をとおる国道156

号の福島保木トンネル脇の旧国道トンネル（図1，同メッ

シュコード：5436－17－52および62）で行った。これら白

川村の調査地は、白山の麓に位置し、ブナの原生地が伐

採され、その後再生したブナの二次林または杉の植林地

になっているところであった。

調査方法

調査は、2008年7月22日－7月24日、8月23日一24日お

よび10月11日一12日の4夜および4昼間に行った。夜間の

調査は、日没前に高さ4mX幅6mのカスミ網2両、高さ

4mX幅12mのカスミ網1両および高さ1－3mX幅2mのハ

ープトラップ1台を川面および林道内に設置した。日没後

からカスミ網は3－4時間、ハープトラップは翌朝まで設

置し、コウモリ類の捕獲を試みた。また、カスミ網の設

置中に、バットディテクター（コウモリ類が発する超音波

を可聴音に変換する機器で、Pettersson社製のDlOOOX

とUltrasound社製MINI－3Bat Detectorを用いた。以下

BDと略す。）を用いてカスミ網周辺を飛行しているコウモ

リ類の探査を行った。

表1調査場所・調査日ごとの捕獲数

昼間の調査は、ねぐら内に入りコウモリの利用状況を

BDと目視で確認した。

捕獲したコウモリ類は計測し、前腕部へ標識を装着し

た後、放逐した。なお、分類、学名、および和名は、前

田（1996，1997，2008）に従った。

捕獲に際しては、鳥獣捕獲許可証（環中地野許第

070914002号および第080910001号，岐阜県第806号）を取

得し実施した。

結果

1．夜間調査（カスミ網およびハープトラップ調査）

1）天生湿原周辺のブナ林内　天生湿原周辺のブナ

林内で確認されたコウモリ類は6種、すなわちコテン

グコウモリ（Murina ussuriensis）、　カグヤコウモリ

（Myotisfrater）、ヒメホオヒゲコウモリ（Myotis

ikonnikovi）、モリアブラコウモリ（Pipistrellus endoi）、

ウサギコウモリ（Plecotus auritus）、コキクガンラコ

ウモリ（Rhinolophus cornutus）である（表1）。

7月22日には、日没後からブナ林内を飛行するコウモリ

類が徐々に増え、3時間のあいだに5種17頭のコウモリ類

が捕獲された（表1、表2）。BDの探査では、付近を45kHz

前後での超音波で飛翔するコウモリ類を確認すること

ができたが、それ以外の周波数帯の超音波は確認でき

なかった（表3）。8月23日には、雨天であったためか付近

諜　調査地　操業誓ツ　調査日
確　認　さ　れ　た　コ　ウ　モ　リ　類

コテング　カグヤ　　ヒメホオヒ　モモジロ　モリアブラ　ウサギ　　ユビナガ　キクガシラコキクガシ

コウモリ　コウモリ　ゲコウモリコウモリ　コウモリ　コウモリ　コウモリ　コウモリ　ラコウモリ

a　昇豊親のコンク　5436－47－00　2008i8・24　　　　　　　上（目視）　　　　　　上（目視，

b　白川相馬狩のトンネル　5436－37－01　　2008．1011

白Iii村鳩谷ダム付近の
コンクリートトンネル

2008　7．23

5436－27－91　　　2008　823

20081011
約300頭

d　白川村荻町の導水路　　5436－37－02　　　2008723

天生湿原周辺のブナ林
内

2008　7．22

5436－27－96　　　　2008．8．23

2008．10－11

1♀　　　　8♀ 3♂＋1♀　　　　　　　　2♂　　　　2♀

1♂

f　天生峠の国道360号線横5436－37－16　　　2008．723　　2♂　　　　　　　　3♂
BDで反応

あり

！♀

2頭（目視）

白川村福島保木の旧国　5436－17－52
g　道トンネル　　　　　　および62
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図2　天生湿原周辺で捕獲されたコキクガシラコウモリ

を飛行するコウモリ類が少なく（表3）、1種1頭の捕獲で

あった（表1）。10月11日には、さらに飛翔個体が少なく

（表3）、1種1頭の捕獲であった（表1、図2）。

2）天生峠の国道360号線横　天生峠の国道360号線

横を流れる沢（図1）で確認されたコウモリ類は3種、すなわ

ちコテングコウモリ、ヒメホオヒゲコウモリ、キクガン

ラコウモリ（Rhinolophus jかrumequinum）（表1）であっ

た。

7月23日の1夜のみの調査であったが、2種5頭が捕獲さ

れた（表1）。前日の天生湿原周辺のブナ林内での調査と比

べると付近を飛翔するコウモリ類は、かなり少なく感じ

られた（表3）。この際に、キクガンラコウモリの音声が

数回BDで確認された（表3）。

2．昼間のねぐら調査

1）白川村中白川のコンクリートトンネル　白川村小

白川のコンクリートトンネルで確認されたコウモリ類は、

2種、すなわちモモジロコウモリ（Myotismacrodactylus）

およびキクガンラコウモリであった（表1）。8月24日の

調査では、キクガンラコウモリが20頭以上、モモジ

ロコウモリが100頭以上がコンクリートトンネルを

ねぐらとしていることが確認された。この際捕獲で

きた2頭のモモジロコウモリのなかに乳頭の発達した

雌が1頭いた（表2）。

2）白川相馬狩のトンネル　白川村馬狩のトンネル

（図1）では、2008年10月6日の昼間にトンネル内で交通

事故死したノレンコウモリ（Myotis nattereri）が回収
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図3　天生湿原周辺で捕獲されたモリアブラコウモリ

された情報（三原ゆかり，私信）を得た。そこで、同所を

10月11日に調査したが、トンネル内で休息するコウモリ

類を確認することはできなかった。

3）　白川村鳩谷ダム周辺のコンクリートトンネル　白

川村鳩谷ダム周辺のコンクリートトンネル（図1）では、7月

23日にトンネル内の入り口から奥に約30m付近の天井に

キクガンラコウモリの100頭ほどの辞塊を確認した。さら

に奥にもコウモリ類が休息しているのが確認できたが、

キクガンラコウモリの辞塊の一部に子を抱いた個体が確

認されたため、ディスターバンスを避けるためそれ以上

の内部への進入と調査を中止した。このため奥にいたコ

ウモリ類の種は不明である。8月23日にも前回と同様、ト

ンネル内の入り口から奥へ約30m付近の天井にキクガン

ラコウモリの150頭ほどの辞塊が確認された。このため

前回同様、ディスターバンスを避けるため、それ以上

の内部への進入と調査を中止した。このため奥にいた

コウモリ類の種は不明である。10月11日には、トンネル

内の最深部（約70m程）の天井にエビナガコウモリ

（Miniopterusfiliginosus）の300頭ほどの群塊が確認さ

れた（表1）。このうち捕獲できた3頭のうち、2頭は成獣

雌、1頭は当歳獣雄であった（表2）。

4）白川村荻町の導水路　白川村荻町の導水路（図1）で

は、以前コウモリ類がねぐらとして利用していたという

場所を7月23日に白川村教育委員会事務局の下山武久氏と

近藤久善氏の案内で調査をした。下部に水の流れている

導水路内に入り調査を実施したが、導水路内にコウモリ

類を確認することはできなかった（表1）。
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表2　捕獲されたコウモリ類の計測値
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No　　　種　　　名

捕獲日　　調査地　　性別　前腕長　下腿長　　体重　繁殖ステージ　性徴および

※　A　　　　　（mm）　（mm）　　（g）　　　※　　　　骨化の状況

1コテングコウモリ

2　コテングコウモリ

3　コテングコウモリ

4　カグヤコウモリ

5　カグヤコウモリ

6　カグヤコウモリ

7　カグヤコウモリ

8　カグヤコウモリ

9　カグヤコウモリ

10　カグヤコウモリ

11カグヤコウモリ

12　ヒメホオヒゲコウモリ

13　ヒメホオヒゲコウモリ

14　ヒメホオヒゲコウモリ

15　ヒメホオヒゲコウモリ

16　ヒメホオヒゲコウモリ

17　ヒメホオヒゲコウモリ

18　ヒメホオヒゲコウモリ

19　ヒメホオヒゲコウモリ

20　モリアブラコウモリ

21モリアブラコウモリ

22　ウサギコウモリ

23　ウサギコウモリ

24　モモジロコウモリ

25　モモジロコウモリ

26　ユビナガコウモリ

27　ユビナガコウモリ

28　ユビナガコウモリ

29　コキクガシラコウモリ

MuI五Ia USSU五eHSIs

Mu五五a ussu五ensIs

Mu壷a ussu高ensIs

MyotIs舶ter

MYOt高庇ter

MYOt高弁ater

MyotIs舟ater

MyotIs舶ter

MyotIs舶ter

MyotIs舟ater

MyotIs舟ater

A旬otIs琉onn諸ovi

MyotIsIko几刑紘ovi

MyotIs丑onn琉ovI

MyotIs話0m訟ovi

MyotIsIkoHnIko高

MYOtIs訟“onI融ovI

MYOtIs肱onn丑01万

MyotIs琉onn誼0Vi

PbIstI・ellusendoI

HpIstI・elIusendoI

Hecotusau元tus

Hecotusau元tus

MyotIsmacrodact方us

MyotIsmacI・Odactylus

2008．7．22　天生湿原（e）　♀　　28．9

2008．7．23　天生峠（0

2008，7．23　天生峠（0

2008．7，22　天生湿原（e）

2008．7．22　天生湿原（e）

2008，7，22　天生湿原（e）

2008．7，22　天生湿原（e）

2008．7．22　天生湿原（e）

2008．7．22　天生湿原（e）

2008．7，22　天生湿原（e）

2008．7．22　天生湿原（e）

2008，7．22　天生湿原（e）

2008，7．22　天生湿原（e）

2008，7，22　天生湿原（e）

2008．7．22　天生湿原（e）

2008．7．23　天生峠（0

2008，7．23　天生峠㈹

2008．7．23　天生峠（0

2008．8．23　天生湿原（e）

2008，7．22　天生湿原（e）

2008，7，22　天生湿原（e）

2008．7．22　天生湿原（e）

2008．7，22　天生湿原（e）

2008．8，24　小白川（a）

2008，8．24　小白川（a）

M涌opterus允1蘭osus　2008，10．11日川村鳩谷（c）

M諒Iopter種S見境証os鵬　2008，10，11白川村鳩谷（c）

M癌opterus血穂高osus　2008，10．11日川村鳩谷（C）

胸元01oplmSCOmU由S　2008．10．11天生湿原（e）

♀　　34．4

♂　　　34，9

♂　　　36．8

♂　　　34，0

♂　　　34．8

♂　　　33．1

♂　　32．9

♀　　43．2

♀　　44．1

♀　　38．3

♀　　37．5

♀　　47，0

♂　　　46．2

♀　　45．9

♀　　42，3

2．2　　　　成獣　　　　乳頭発達

3．7　　　　不明

4．0

21，2　　　　5．3

22．5　　　　5，2

20．7　　　　5．2

21，6　　　　5．5

23，4　　　　5．7

21．8　　　　5，5

20，4　　　　5．2

21．4　　　　5．1

16．4　　　　4．8

16．5　　　　4．5

16，1　　　5，2

16．8　　　　4．1

15，8　　　　4．6

17，1　　　5．2

15．4　　　　4．5

16．1　　　4．2

4．9

4，8

5．8

6，5

5．3

5，6

14，3

13．6

13．8

10．1

乳頭発達

乳頭発達

乳頭発達

乳頭発達

乳頭発達

乳頭発達

乳頭小

乳頭発達

乳頭発達

乳頭発達

乳頭発達

乳頭有り

乳頭有り

乳頭有り

※　通常指骨の骨化は数ヶ月で完了するので、指骨の骨化が未完了の個体を当歳獣、骨化が完了しており乳頭がある妊娠経験雌を成獣、

指骨の骨化は完了しているが乳頭のない雌を亜成獣とした。

雄については、骨化が完了しており睾丸の肥大化が確認された雄を成獣、骨化は完了しているが睾丸の肥大が確認されない場合は不明とした。

※　A：調査地は、図1を参照

表3　BDによる調査結果

周　　　波　　　数

調査地点　　　調　査　地
環境省3次メッ
シュコード

調査日　可聴音15kHz～　35kHz～　65kHz～105kHz

25kHz　　50kHz　　70kHz付近

e　　天生湿原周辺のブナ林内　5436－27－96

2008．7．22

2008，8．23

2008，10．11

十十十

十十

十

f　　天生峠の国道360号線横　5436－37－16　　　2008．7．23　　　　　　　　　　　十十　　　十

※　十十十：ほとんど常にBDで反応があった。

十十：5～10分間に1回は反応があった。

＋：調査中数回反応があった。

：調査中一度も反応が無かった。
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岐阜県飛騨北西部のコウモリ相

5）白川村福島保木の旧国道トンネル　白l旧す福島保

木の旧国道トンネル（図1）では、7月23日にキクガンラコ

ウモリが1頭ずつ2カ所でトンネル内をねぐらとして利用

しているのが確認された。しかし、8月23日と10月11日

の調査では、トンネル内をねぐらとして利用しているコ

ウモリ類を確認することはできなかった（表1）。
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図4　ユビナガコウモリ

考察

今回の調査により（表1，表2）、飛騨北西部（飛騨市河合

町天生および大野郡白川村）において、9種のコウモリ類

を確認し、8種29頭のコウモリ類を捕獲した。

天生湿原周辺のブナ林内では、出産哺育期にコテング

コウモリ、カグヤコウモリおよびウサギコウモリで乳頭

が大きくなった雌個体が捕獲されたことから（表2）、こ

れら3種はこのブナ林周辺で出産哺青を行っているもの

と考えられた。なお、7月22日にこの場所で捕獲された

ヒメホオヒゲコウモリの雌にも乳頭があったが小さく

（表2）授乳中とは考えられなかった。このためヒメホオ

ヒゲコウモリのこの場所での出産哺育は確認できなかっ

た。

天生湿原周辺のブナ林内で確認されたモリアブラコウ

モリ（図3）については、白山の尾上郷（前田，1991）および

野麦峠（山本ほか，2007）に次いで3例日の岐阜県での生息

確認となった。

白山周辺での調査では、3種のコウモリ類しか確認さ

れなかった（表1）。しかし、白山の岐阜県側としては初

めてのエビナガコウモリ（図4）の生息確認の報告とな

った（表1）。なお、今回確認された乳頭のある成獣雌と

当歳獣雄が、この場所で出産・哺青を行ったのか、別の

場所で出産・哺育を行いこの場所に移動してきたのかは

確認できなかった。
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一方、白川村小白川コンクリートトンネルでは、乳頭

の発達したモモジロコウモリが8月24日に確認されたこ

とより、このトンネルまたは周辺で出産哺育を行ってい

るものと考えられた。

さらに、白川相場谷ダム周辺のコンクリートトンネル

で子を抱くキクガンラコウモリが確認されたことから、

この場所で出産哺育を行っていることが確認された。
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要約

岐阜県飛騨市河合町天生および大野郡白川村でコウモ

リ類の調査を実施した。この調査で、9種のコウモリ類

を確認し、8種29頭のコウモリ類を捕獲した。このうち

コテングコウモリ、カグヤコウモリ、ウサギコウモリ、

モモジロコウモリおよびキクガンラコウモリが出産哺青

を行っていることが確認された；モリアブラコウモリは、

岐阜県で3例日の生息確認となった。
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